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なずな工房は、知的・精神「身体などに障

害がある方の作業所です:主な活動として

は、パン作りやバンの販売をとおして、障害

者の方に「生きがい」と「誇り」を持つて過ご

して頂ける環境を提供し、地域の方々との

交流を深めることにより、 障害がある方と
地域社会との接点を作つています。その他、

地域の方のご協力で、畑耕しなども体験して

います。        |     ‐  ‐
所在地 :下益城郡富合町     ‐|
TEL/FAX:096-358-3806   .

HP:http://wwwinazuna.orjp

http://nazuna.cocologttnifty.com

メー…ルi mail@nazuna.Orjp        l  
‐

NPO法1人|

1図1書1館を楽しむ1会
図書館脅琴しむ合でぃ1図‐書館での活動
から来イ|1芸■9振興をキおしてのまちづく
りの準準1月‐中||して,｀ます。

"奪

19キな
手芋||り |‐墜:図書館|で,さまざ事なテ丁マ

所在IⅢII‐れ即1菊1場町‐■  ‐
11‐|イ|⌒X‐ |‐,,0111211516
メ■=ル :info@d′■Mak6inё t/

※ 2005年 1月 以降認証の団体を掲載しています。
-7-
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◎ 毎 日 新 聞 ◎

阜妥 障害者作業所
「なずな工房」

富
合
町
杉
島
に
あ
る
障
害
者
の
小
規
模
作
業
所

「な
ず
な
工
房
穴
村
上
佳
代
代
表
）が
１０
日
、
宇
土
市

善
道
寺
町
の
宇
土
シ
テ
ィ
食
品
ゾ
ー
ン
で

「
一
日
パ

ン
屋
さ
ん
」
を
開
店
す
る
。

「形
は
ま
ち
ま
ち
だ
け

ど
、
一
つ

一
つ
丁
寧
に
作
っ
た
バ
ン
を
ぜ
ひ
食
べ
て
」

と
来
店
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
　

　

【阿
部
周

一
】

続
け
ら
れ
た
。

村
上
代
表
は

「自
分
た
ち

の
作

つ
た
バ
ン
を
買

っ
て
も

ら
い
、
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
障
害
者
た
ち
に

と

っ
て
何
よ
り
の
励
み
に
な

り
、
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
勉

強
す
る
い
い
機
会

に
も
な

る
。
店
に
来
て
、
私
た
ち
の

活
動
を
知

っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
た
。

パ
ン
作
り
の
過
程
を
紹

介
し
た
写
真
を
掲
げ
る

な
ず
な
工
房
の
実
習
生

L = = =ニ ニ ニ ニ ====== =二 =二 =

同
工
房
は
、
県
内
の
知
的

障
害
者
入
所
施
設
に
勤
め
て

い
た
村
上
さ
ん
（３７
）
が

「地

域

で
障
害
者
が
働
け
る
場

を
」
と
、
今
年
４
月
に
開
設

し
た
。
現
在
、
知
的
障
害
者

ら
２
人
が
通
う
ほ
か
、
養
護

学
校
か
ら
の
実
習
も
受
け
入

れ
て
い
る
。

工
一房
に
は
業
務
用
オ
ー
ブ

ン
が
あ
り
、
そ
こ
で
焼
き
上

が
る
パ
ン
は
普
段
、
同
町
役

場
や
地
元
の
商
店
な
ど
で
売

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
宇
土

シ
テ
ィ
が
約
３０
平
方
房
の
売

り
場
を
無
償
で
提
供
。
１
日

限
り
だ
が
、
初
め
て
の
出
店

が
決
ま

っ
た
。

販
売
時
間
は
午
前
１０
時
か

ら
売
り
切
れ
ま
で
。
あ
ん
パ

ン
ヽ
ハ
ム
入
リ
パ
ン
、
ぶ
ど

う
パ
ン
な
ど
、
手
作
り
の
菓

子
パ
ン
約
５
０
０
個
を
す
べ

て
１
個
１
０
０
円
で
売
る
。

ま
た
、
パ
ン
作
り
の
様
子
を

写
真
で
紹
介
す
る
。

９
日
夜
か
ら
地
元
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
加
わ

っ
て
生
地

を
こ
ね
、
オ
ー
プ
ン
で
焼
き

上
げ
て
袋
に
詰
め
る
作
業
が

日ノヽ ン屋さん開店
ヾ
ミ

ヾ

ミ

゛

ヾ
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施設長

=下 益城郡富合町の

「なずな工房」

助 の う に 焼 に

悪居曇ユ‖纏曇
是曇曇こ竃替貧

言孟][言讐[

村
上

佳
代
さ
ん
（３７
）

で
す
。
障
害
の
種
別
や
程
度
に

か
か
わ
ら
ず
受
け
入
れ
ま
す
。

パ
ン
作
り
は
、
た
と
え
あ
ん

パ
ン
に
ゴ
マ
を
振
る
だ
け
の
仕

事
で
も
、
焼
き
上
が

っ
て
お
客

の
手
に
渡
り
、
百
円
の
売
上
に

な
る
こ
と
で
、
自
分
の
仕
事
の

意
味
を
実
感
で
き
ま
す
。
箱
折

り
な
ど
の
単
純
作
業
で
は
味
わ

え
な
い
、
喜
び
や
ふ
れ
あ
い
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
作
業
所
と
い
う
名
称

は
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
障
害
を

持

っ
て
い
る
人
が
、
い
つ
も
障

害
者
施
設
と
書
か
れ
た
門
を
く

ぐ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
か
ら

で
す
。
地
域
の
な
か
の
普
通
の

パ
ン
屋
で
、
障
害
の
あ
る
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
通
し
て
、

充
足
し
た
時
間
を
過
ご
す
―
。

こ
れ
が
理
想
で
す
。

地域のなかのパン屋に

撚繊ゝ
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「将来はグループホー

しています」と語る村

■■■■‖:

将来の はグループホーム

こ標目をとこ

町

＜

合

開

富

を

〓

店

ん

茶

さ

喫

代

や

佳

ム

上

因
と
因
と
黒
か
わ
り
ｏ

一
〓

〓
‘

〓

毎

”

“

鶴

機

藤
世

懲

金
雛
金
啜

群
夢
″

障
害
者
作
業
所
代
表

”雛
後
象
籐
影
舞
競
争
簿

村
上

佳
代
さ
ん

ワ
颯
ン
テ
率
Ｌ

下
益
城
郡
富
合
町
杉
島
の
作
業
所
兼
自
宅
。
毎
日
午

一四
一一時
に
起
き
、
パ
ン
の
仕
込
み
を
始
め
る
。　
翌
日
通

の
パ
ン
屋
さ
ん
か
ら
は
遅
い
っ
て
言
わ
れ
そ
う
。
う
ち

は
ま
だ
扱
う
量
が
少
な
い
か
ら
」

今
年
四
月
に
障
害
者
作
業
所

「な
ず
な
工
房
」
を
開

い
た
。
障
害
者
二
人
、
ス
タ
ッ
フ

一
人
と
と
も
に
食
パ

ン
、
菓
子
パ
ン
な
ど
約
二
十
種
類
の
パ
ン
を
作
る
。
子

ど
も
会
の
催
し
な
ど
で

一
度
に
五
百
個
の
注
文
を
受
け

る
日
も
。

「人
と
人
と
の
か
か
わ
り
」
を
求
め
て
福
祉
関
係
の

就
職
先
を
選
ん
だ
。
大
学
卒
業
後
、専
門
学
校
を
経
て
、

神
奈
川
県
の
知
的
障
害
者
の
入
所
施
設
で
生
活
指
導
員

を
五
年
間
務
め
た
。

「障
害
者
を
先
入
観
で
判
断
せ
ず

″個
人
″
と
し
て
付
き
合
い
、
そ
の
人
に
あ

っ
た
サ
ポ

ー
ト
を
考
え
る
。

『真
摯

（し
ん
し
）
に
当
た
る
』
姿

勢
を
学
び
ま
し
た
」

そ
の
後
、
熊
本
市
内
の
障
害
者
施
設
で
七
年
間
働
い

た
。
「熊
本
で
は
障
害
者
の
働
く
場
所
が
少
な
い
ん
で

す
。自
分
で
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
抑
え
ら

れ
な
か
っ
た
」
。パ
ン
作
り
を
選
ん
だ
の
は
具
詰
め
、
袋

詰
め
な
ど
の
工
程
を
障
害
の
程
度
に
合
わ
せ
て
役
割
分

担
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
。
作
り
方
は
独
学
で
党
え
た
。

借
金
し
て
作
業
所
を
立
ち
上
げ
た
。
収
入
の
柱
は

一

個
百
１
三
百
円
の
パ
ン
の
売
り
上
げ
。
行
政
の
支
援
も

な
い
。
「
で
も
少
し
先
は
見
え
て
き
た
。
来
年
は
障
害

者
を
五
人
は
受
け
入
れ
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
販
売
先

を
広
げ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
資
格
も
取
得
し
た
い
」

こ
の
道
を
歩
ん
だ
の
は

「楽
し
く
過
ご
す
人
の
様
子

を
見
る
の
が
自
分
で
も
楽
し
い
か
ら
」
。

「将
来
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
手
掛
け
た
い
」
と
夢
は
広
が
る
。

◇
今
、　
一
番
大
切
に
し
て
い
る
も
の

―
人
と
の
か
か
わ
り
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
に

助
け
ら
れ
た
。
あ
ら
た
め
て
し
み
じ
み
思
い

ま
す
０
　
　
　
一
　

・　
　
　
　
・

◇
最
近
‐、
感
動
し
た
こ
と
　
　
　
・

１
今
年
夏
■
ダ
ウ
ン
症

‐の
少
年
が
演
奏
し

た
太
鼓
。
彼
は
も
う
（
自
分
を
見
事
に
表
現

で
き
る
Ｌ
奏
者
」
で
し
た
ず
　
　
一
一
　
一

◇
好
き
な
言
葉

一　

・
・
・
‐
●
一

一
墜
半
安
。
熊
本
か
ら
東
京
に
旅
立
つ
際

に
大
切
な
友
人
が
か
け
て
く
れ
た
言
葉
で

す
。

「
『平
安
で
』
と
言
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
。頑
張
ら
ね
ば
」と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

（報
道
部

・
井
村
知
章
）
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（村
Ｌ
佳
代
代
表

一
の
バ

イ
は
五
十
種
類
以
上
　

国
替

わ
弓

で
十
五
種
類
程
度
を

、
二
人

の
障

害
者

と

ス
タ

ッ
フ
が
百
個

ほ
ど
焼

き
上

げ
る

「　
↑
ム
バ

ン
や
ツ
ナ
パ

ン
、
王
子
ピ
ザ
な

ど

の
総
菜
パ

ン

は
特

に
、
生
地

の
モ
チ

モ
チ
感
が

味

わ
え
る
．

一
番
人
気

は
牛
乳

だ
け

で
練
り

上

げ
る
、

ふ
わ

ふ
わ

の
ミ
ル
ク
ブ

」

ッ
ド
　
干
し

ぶ
ど
う
が
入

っ
た

レ
ー
ズ

ン
ブ
レ

ッ
ド

、
小
麦

は

い

芽
入
り
全
粒

粉

ブ
レ

ッ
ド

と
と
も

に

一
斤

三
百
円

　

工
一房
に
は
店
舗

か
な

い
た
め
、
お
昼
休

み

の
前

を

狙

い
、
町
役
場
な

ど

で
販
売

し
て

い
る

．

十
六
人

の
障
害

者
が
通

う
人
吉

手
作
り

市

二
日
町

の
小
規
模

通
所
授
産
施

設

「
白

い
キ

■

ン
バ
ス

」

（藤
原

宏
施
設
長

一
　

ウ́
、
タ

ッ
フ
の
松
本

和
子
さ
ん
，
こ

の
指
導

で
作
る
パ

”
は

「
手

ご
ね

で
自
然
発
酵

＾
余

計
な
も
の
は

一
切
入
れ
ま
せ
ん
」
。

見
た
目
通
り
の
ズ
ッ
シ
リ
と
し
た

ボ
リ
ュ
ー
ム
ｃ
か
め
ば
か
む
ほ
ど

味
が
出
る
。

生
地
に
練
り
込
む
の
は
、
無
農

薬
の
赤
米
や
ウ
コ
ン
、ゴ
マ
な
ど
、

ど
れ
も
体
に
良
さ
そ
う
。
バ
ン
を

焼
く
の
は
地
元
商
店
街
が
市
を
開

く
毎
月
二
日
と
、第
二
本
曜
の
み

．

な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
の
が
残

念
だ
。

玉
名
市
伊
含
北
万
の
精
神
障
害

者
通
所
授
産
確
設
一風
工
房

一
（坂

田
嵯
子
施
設
長
）
で
は
、
き
め
細

か
な
生
地
の
オ
ニ
‐し
食
、ヘ
ン
が
人

気
二

最
高
級
●
精
を
使

っ
て
い

る
の
で
、本
来
な
ら

一
本
０
一千
）

五
、
六
百
円
も
ら
（́
て
い
い
」
と

こ
ろ
を
、　
一
斤
三
百
円
で
販
売
す

フ一
施
設
内
に
店
舗
が
あ
―
・
り
、
レ
ジ

も
利
用
者
が
担
当
す
る
）
菓
子
バ

ン
や
総
菜
バ
ン
は

一
個
七
十
五

円

　

「奇
数
個
だ
と
お
釣
り
が
難

し
い
の
で
、
偶
数
個
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
」
と
坂
田
施
設
長

）^

´ヽ
ン
を
作

↓
て
売
る
こ
と
は
、

障
害
者
が
地
域
の
人
た
ち
と
交
流

す
る
機
会
に
も
な
る
．
紹
介
し
た

施
設
は
ほ
ん
の

一
部
．
バ
ン
の
香

り
が
漂
う
障
害
者
施
設
を
見
つ
け

た
ら
、
気
軽
に
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？（文
化
生
活
部
　
田
川
里
美
）

智ヽlψl顆響翁幣響岬騨購甲輔騨醐靭瞥
● 096(358)3806 土 日祝 日は休
み 。 食 バ ン は 一 斤 300円 。 薬 子 パ

ン、 総 菜 パ ン は 1個 i00円 。 ミ ニ

メ ロ ンパ ンの み 2個 100円

■,0966(22)6399  パ 〕′Z旨力にく
のは毎月 2日 と第 3木 曜のみ。
手前から順にゴマ、ウコン、赤
米入 り, 1個 100円

● 0968(71)2355 1土 日祝 日1ま休
みぃ菜子パンと総菜パンは 1個 75

円. ホテル食バンItl―‐,F200F9

素
材
に
こ
だ
わ
り

あ

っ
た

ノ)ヽ

熊
本
市
判
町

．
■

口

”
［

■
一

店

「
ひ
ま
つ
――
‐

・
■
■
■

子
代

表

一
で
は
、
■
●

‐，，
「

門
障
害
占

が

ヽ
■
卜̈
‘―

に
励

‐――

「
成

ら
は

、

時
間
は
か
か

「
て
し
確
実

に
丁
掌

に
こ
な
す

．
パ

，
作

り
は
知
的
障

害
者

に
合

う
・み
た

い
」
と

、
ボ

ラ

ニ
テ

ィ
マ

の
植

田

み

え

子

さ

ん

（五
五
）
．

一
口

に
十
五
―

二
十
種

類

の
パ

ン
を

百

六

十

個

ほ

ど
焼

き

上

げ

る

．
パ

ン
教
室
向
け

の
上
質
な
粉

を
使

っ
た
生
地

は

、
１
・一
卜
●

し

て
い
て
、
ギ

ュ
¨
上
詰

ま

一
て
い

つ́
　

一
個
五
十

‐百

円
　
同
店
内

Ｌ
市
総
合
女
性
セ

■
タ

ー

一同
市

黒
髪

一
で
販
売

す
る

は
か
、
注
文

も
多

い
　

今
な

ら
期

間
限
定

で
、

ク

リ

ス

マ

ス
向

け

０
粟

子

（
　
´

「
ク
リ
ス
ト

シ

ュ
ト
ー

ー
ン
ト

¨
一
一

百
円

）
も
販
売

し
て

い
る

7,096(359)1755  パ 〕′そ=力庵く
のは火 ・水 。本曜のみ。価格は
50円、 80円、 100円の 3種 類

富合町

ら ― 十ヽ

1晰|

国工房
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熊日川尻販売センター

ご購読のお申し込みは…

∞0120-71-1192

:|=|||■|=|::額議攀割鐸:::111111:::::=
熊日川尻販売センター

|=:額議議1翔繭議勲直驚驚|1纏 11継澤鬱蒻鍛策11

〒861-4115 熊本市川尻4-H-52

TEL.096-357-021l Fぶ .096-357-2392

な
ず
な
工
房
は
、
富
合

町
杉
島
に
あ
る
ぽ
ち
ぽ
ち

パ
ン
屋
で
す
。
障
が
い
を

持
つ
人
た
ち
と

一
緒
に
、

月
曜
か
ら
木
曜
日
ま
で
毎

日
パ
ン
を
焼
い
て
い
ま

す
。１０
月
に
は
宇
土
シ
テ
ィ

に
て
、
ョ

日
パ
ン
屋
さ

ん
」
を
開
き
、
ぁ
ん
パ
ン
、

ハ
ム
パ
ン
な
ど
た
く
さ
ん

の
パ
ン
が
売
れ
、
大
盛
況

で
し
た
。

な
ず
な
工
房
は
、
障
が

い
が
あ
っ
て
も
、
町
の

一

員
と
し
て
暮
ら

し
、
自
分
の
能
力

を
生
か
し
て
働
き

た
い
、
社
会
参
加

し
て
い
き
た
い
。
そ
ぅ
思

っ
て
い
る
人
た
ち
と

一
緒

に
働
く
所
で
す
。

障
が
い
が
ぁ
っ
て
も
、

ぽ
ち
ぽ
ち
パ
ン
屋
で
働
い

て
み
た
い
方
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、　
一
緒
に
パ

ン
を
焼
い
た
り
、
販
売
の

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

の
作
る
パ
ン
は
約
２０
種
類

で
、
ど
れ
で
も
１
個
１
０

０
円
で
す
。
ぉ
ぃ
し
ぃ
と
「

評
判
の
牛
乳
だ
け
で
こ
ね

た
ミ
ル
ク
ブ
レ
ッ
ド
は
、

一
斤
３
０
０
円
で
す
。
火

曜
か
ら
木
曜
ま
で
工
房
で

も
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
に
お
越
し
の
際

に
は
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

『な
ず
な
工
房
』

代
表
　
村
上
佳
代

富
合
町
杉
島
１
６
３
１
５

８
０
９
６

（
３
５
８
）
３

８
０
６
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豊か亀バ棄ちデリノヽり磯するふれあRプランナー

熊日川尻販売センター
ご購読のお申し込みは…

∞0120-71-1192

||||1続集発行■||
熊日川尻販売センター

1代表■福撫直llH■編集■苦村宏康

〒861-4H5 熊本市川尻4-H52

TEL 096-357-021l  Rtx 096-357-2392

なずな工房の村上さん

４
月
２４
日
①
南
高
江
６

丁
目
の
南
部
公
民
館
で

「ふ
れ
あ
い
地
域
塾
」
を

開
催
し
ま
し
た

（熊
日
川

尻
販
売
セ
ン
タ
ー
主
催
）
。

今
回
は
、
親
子
で
パ
ン

作
り
に
挑
戦
。
Ｈ
組
２６
名

の
親
子
が
参
加
、
講
師
に

富
合
町
杉
島
で

「な
ず
な

工
房
」
を
運
営
す
る
村
上

佳
代
さ
ん
を
迎
え
て
、
あ

ん
パ
ン
と
シ
ュ
ガ
ー
パ
ン

の
２
種
類
の
パ
ン
作
り
に

挑
ん
だ
。

ほ
と
ん
ど
が
パ
ン
作
り

は
初
め
て
で
、　
一
次
発
酵

し
た
生
地
を
丸
め
た
り
、

延
ば
し
た
り
、
あ
ん
を
パ

ン
に
詰
め
た
り
、
タ
マ
ゴ

を
パ
ン
に

塗
っ
た
り

と
、
ぎ
こ

ち
な
い
手

つ
き
で
奮

闘
し
て
い

た
。
そ
の

後
２
次
発

酵
さ
せ
た

ふ
わ
ふ
わ

の
生
地
を

オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
、
し
ば

ら
く
す
る
と
香
ば
し
い
に

お
い
が
し
て
き
た
。
参
加

者
は
オ
ー
プ
ン
を
の
ぞ
き

込
む
な
ど
し
て
焼
き
上
が

る
の
を
待
っ
た
。
焼
き
上

が
る
と
早
速
、
自
分
で
作

っ
た
パ
ン
を
食
べ
、
満
足

そ
う
だ
っ
た
。

護
藤
町
か
ら
参
加
し
た

飽
田
南
小
学
校
５
年
の
高

見
愛
可
ち
ゃ
ん
と
武
田
理

紗
子
ち
ゃ
ん
は
、
「と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
パ
ン
が

上
手
に
出
来
て
良
か

っ

た
。
叉
こ
ん
な
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
」
と
満

足
し
た
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
た
。

お母さんと一緒に
「コネコネ」

来上がった
あんパンを「パクッ」
「おぃしぃ!」

ゝ華幸■・・=・・・,ォ●.=i )ヽ・・.■|.・す]・‐′オ・

「親子でバン作り」参加 親子暮瓢 I

を話尾りそ幡i;/夕

~で は地域貢献事業として、年に数回「ふれあい地域塾J

催字詈
glttIけ

町

は 枷 珍 加で発 企画 に決定妖 際 ン作例 を開

下記の参加要項をお読みの上、お気軽にご参加ください。

■日時/平 成16年4月24日(土)AM9130～ PMo:30
■会場/南 部公民館 調理室
■Sta募集人員/親 子15組(子供は小学4年生以上)

*必ず親子で参加できる方に限ります
■etr者募集期間/平 成16年4月15日(本)～4月19日(月)まで

(応募者多数の場合は抽選とします)
※4月20日(火)に熊日川尻販売センターより連絡いたします。

参カロ希望の親子の方は電話またはFAXで…!!
「親子でバン作り ,加 編ヨ」と
住所・氏名(親と子)年齢・電話薔暑を
連絡してください。

障
艤
鰈

饉 檸

ヲ 雉
餞 鐵

:
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諄

合町由二日

な
ず

な

工

房
は
、
障
害

が
あ

っ
て
も

地
域
で
暮
ら

し
、
自
分

の

能
力
を
生
か

し
て
働
く
こ

と
が
出
来

る

場
で
あ
り
、

自
立
と
社
会
参
加
を
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
日
バ
ン
づ
く
り
や
販

売
を
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

遊
び
に
い
か
れ
て
は
い
か
が
？

詳
し
く
僣
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
下
さ
い
。
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一
な
ず
な
工
房

」
は
代
表
の
村
上

佳
代
さ
ん
■
●
が
、
三
〇
〇
三
年
四

月
に
設
立
＾
知
的
障
害
者
人
所
施
設

に
勤
務
し
て
い
た
が
、

「障
害
を
持

「
人
も
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
で
き
る
こ
と
を
ｔ
・た
い
」

Ｌ
思

っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
自
宅

に
一
房
■
造

「
た
¨
バ

´
■
一選
ん
だ

”
は
、

「
自
分
の
し
た
結
果
が
日
に

は
ｉ
て
分
か
‘―
、
障
害
の
軽
度
に
合

，１，
せ
て
作
業
で
き
る
か
ら
」

作
り

方
は
独
学
で
覚
え
た
Ｌ
い
う
¨

作
業
所
に
は
、
知
的
、
身
体
、
精

神
な
ど
さ
ま
さ
ま
な
障
害
を
持

つ
五

人
が
通
う
ぃ
バ
ン
を
丸
め
る
人
、
生

地
と
皮
を
合
わ
せ
て
メ
ロ
ン
パ

ン
を

作
る
人
、
ア
ー
モ
ン
ド
や
グ
ラ
ニ
ュ

ー
糖
を
か
け
る
人
な
ど
、
各
自
で
役

割
を
分
担
．
作
業
は
ゆ

っ
く
り
だ
が
、

（
―
を
焼
く
香
ば
し
い
香
り
が
漂
う

中
、
真
剣
に
丁
寧
に
作
り
上
げ
ら
れ

′０
宇
城
市
か
ら
バ
ス
で
通
う
山
口
和

哉
さ
ん
一
こ
は
、
「
プ
千
パ
ン
オ
レ

一

と
い
う
小
さ
な
丸
い
パ

ン
を
作
る
係

だ
　
慣
れ
た
手
付
き
で
丸
め
、
ア
ー

千
ン
ト
を
上
手
に
乗
せ
る
．　
一‐バ
ン

一
な
ず
な

工
房
」

で
バ
ン
を
作

る

メ
ン
バ
ー
や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

ス
タ

ッ
フ
．
右
か
ら
２
人
目
が

村
上
さ
ん

1'||||
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作
り
は
楽
し
ｔ、
　
お
い
し
い
と
言
わ

れ
ん
と
う
れ
し
い

一
と
話
す
．

平
目
に
は
、
ツ
サ
バ
ン
、
ど
ま
パ

ン
、
チ
ー
ズ
明
太
パ
ン
な
ど
工
夫
を

凝
弓
し
た
二
十
種
類
約
二
百
個
を
作

る
‐
特
に
皮
が
サ
ク

ッ
と
し
た
食
感

の
メ
ロ
レ
バ
ン
が
人
気
だ

．

店
舗
は
な
い
た
め
、
曜
日
ご
と
に

富
合
町
な
ど
の
役
場
や
小

・
中
学
校

に
出
掛
け
て
販
売

．
昼
食
時
に
、
で

き
る
だ
け
焼
き
た
て
を
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
て
い
る
．
地
域
の
祭

口
や
ィ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
出
張
も
こ

な
す富
合
町
上
杉
の
主
婦
、
内
田
節
子

さ
ん
ス
●
は
、
町
役
場
横
の

「
雁
回

館
」
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
し
た
帰
り
に
、

バ
ン
を
買
う
常
連
客
だ
二

お
い
し

く
て
飽
き
が
こ
な
い
．
作
る
人
の
優

し
い
気
持
ち
が
味
に
出
て
い
る
。
毎

週
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

「
な
ず
な
工
房

一
の
パ
ン
は
、
食

パ
ン
を
除
き

一
個
百
円
と
い
う
均

一

価
格
．
知
的
障
害
者
も
計
算
し
や
す

く
、
お

つ
り
を
出
し
や
す
い
た
め
だ
．

た
た
、
諄
ｎ
三
百
個
宅
売
し
て
し
、

売
り
上
げ
は
　
材
料
費
と
工
弓
ｌ
■

持
で
精
い

っ
ぱ
い
」

（村

二
さ

な
の
が
現
状

）́
富
合
町
を
桑

■

―

年
間
百
十
万
円
ず
つ
補
助
金
ｉ
詈

．

て
何
と
か
運
営
し
て
い
る

一売
り
に
来
て
く
だ
さ

」
二
一

´

か
か

っ
て
も
、
文

うヽ

夕
今
■

一　
´

足
り
な
い

．
一雇
い
た
く
て
も
一七
一
〓

出
せ
な
い
の
が
悩
み

ア
一村
■

さ

そ
れ
で
も

「五
人
が
楽
し
く
コ
　
一
・

く
れ
る
こ
と
が
支
え
　
将
来
は
警
〓

者
が
教
え
る
パ
ン
教
室
な
ど
■
奎
〓

た
い
．
基
盤
を
固
め
て
、
デ
■
　
・

ホ
ー
ム
も
造
る
こ
と
が
で
き
■
〓

と
、
夢
は
広
が

っ
て
い
る

．

（宇
土
支
局

・
森
本
‘
・■

・

|‐瑚
渕

役
割
を
分
担
し
、
丁
事

に
バ

ン
を
作
る
メ
ン
パ
ー
ら

・“
な
ず
な

二
言
一

▲
Ｔ
Ｉ
Ｉ
‐
―
‐
‐

曜日ごと役場などで販売

1個 100円均一も魅力

クローズ

ツ

プ

吻

望 |>



坊 象 八 ロ ロ 昇斤 聞 平 成 ′7年 (幼 5準)θ 月2′ 日 日曜 日

パン作 りを指導する 「なずな工房」の村上理事長○
=熊 本市

街
囲
囲
■
願

由
闘
固
ロ
プ

Ⅲ
＝
＝
　

●
視
覚
障
害
者
に

幽
剛

パ
”
嚇
利
畔
０
い
が

＝
＝
＝
障
害
者
作
業
所

「
な

ず
な
工
房
」

（
下
益
城
郡
富

合
町
）
が
２０
日
、
大
江
の
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
希
望
荘
で
、

視
覚
障
害
者
を
支
援
す
る
グ

ル
ー
プ

「風
の
会
」
の
依
頼

を
受
け
て
行

っ
た
。
同
工
房

の
村
上
佳
代
理
事
長

（３９
）

ら
が
、
１３
人
の
視
覚
障
害
者

ら
と
と
も
に
あ
ん
パ
ン
や
ピ

ザ
パ
ン
な
ど
を
作

つ
た
。
同

会
は
昨
年
５
月
、
視
覚
障
害

者
の
た
め
の
作
業
所
設
立
を

め
ざ
し
て
保
護
者

ら
が
結

成
。
布
の
小
物
な
ど
を
作
り

販
売
し
て
い
る
が
、
小
林
み

ち
子
会
長

（４８
）
は

「将
来

的
に
は
、
パ
ン
作
り
が
で
き

な

い
か
も
検
討
し
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。


